
　
明
治
３７
年
（
１
９
０
４
）
に
始

ま
っ
た
日
露
戦
争
は
、
翌
年
終
結
。

仁
川
沖
海
戦
の
後
も
い
く
つ
か
の

戦
闘
に
参
加
し
た
静
雄
は
、
幸
い

に
も
命
を
落
と
し
た
り
、
大
け
が

を
し
た
り
す
る
こ
と
な
く
終
戦
を

迎
え
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
静
雄
は
海
軍
兵
学
校

航
海
術
教
官
兼
監
事
や
、
海
軍
軍

令
部
参
謀
を
歴
任
。
階
級
も
、
大

尉
か
ら
少
佐
に
昇
進
し
、
明
治
４２

年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

付
武
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
大

使
館
付
武
官
と
は
、
各
国
の
大
使

館
に
駐
在
し
、
そ
の
国
の
軍
事
に

関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
任
務
を

与
え
ら
れ
た
武
官
の
こ
と
で
す
。 

　
当
時
静
雄
は
３２
歳
。
海
軍
兵
学

校
を
首
席
で
卒
業
し
、
順
調
に
昇

進
を
重
ね
、
同
期
生
に
先
ん
じ
て

少
佐
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
え
、

こ
の
人
事
は
他
の
駐
在
武
官
と
比

べ
て
も
異
例
の
出
世
だ
っ
た
よ
う

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
静
雄
自
身
の

能
力
も
評
価
さ
れ
て
の
こ
と
で
し

ょ
う
が
、
人
事
の
背
景
に
は
当
時

の
海
軍
大
臣
で
、
静
雄
の
結
婚
に

際
し
て
仲
人
を
務
め
た
斎
藤
実
の

影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。（
中

村
義
彦
「
松
岡
静
雄
滞
欧
日
記
解

題
」
） 

　
ま
た
、
静
雄
は
明
治
３３
年
に
、

日
本
が
ド
イ
ツ
に
発
注
し
て
作
っ

た
軍
艦
「
八
雲
」
の
引
き
取
り
の

た
め
、
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。
後
年
執
筆
さ
れ
た
多
く
の
外

国
語
に
関
す
る
著
書
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
静
雄
の
語
学
習
得
能

力
は
か
な
り
の
も
の
で
し
た
。
こ

の
と
き
習
得
し
た
ド
イ
ツ
語
に
つ

い
て
も
、
「
新
聞
で
も
雑
誌
で
も

自
由
に
読
め
る
」（『
故
郷
七
十
年
』）

レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
語
が
堪
能

で
あ
っ
た
こ
と
も
、
静
雄
が
オ
ー

ス
ト
リ
ア
駐
在
武
官
に
任
命
さ
れ

た
理
由
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

　
静
雄
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
駐
在
武

官
任
命
は
、
松
岡
家
に
と
っ
て
も

大
き
な
出
来
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

「
松
岡
五
兄
弟
」
第
２６
話
（
２
０

１
７
年
３
月
）
で
も
紹
介
し
ま
し

た
が
、
こ
の
と
き
兄
弟
た
ち
は
遠

く
欧
州
の
地
に
赴
任
す
る
静
雄
の

た
め
に
、
歓
送
会
を
催
し
た
よ
う

で
す
。
柳
田
國
男
が
長
兄
の
松
岡

鼎
に
宛
て
た
葉
書
か
ら
は
、
静
雄

の
都
合
に
合
わ
せ
て
こ
ま
め
に
日

程
を
調
整
し
た
り
、
布
佐
（
現
在

の
千
葉
県
我
孫
子
市
）
か
ら
上
京

し
て
く
る
鼎
の
た
め
に
、
待
ち
合

わ
せ
の
方
法
を
指
示
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
静
雄
も
日
本
を

離
れ
る
直
前
に
、
鼎
に
宛
て
た
葉

書
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
他
の
兄
弟
た
ち

か
ら
の
激
励
を
受
け
て
出
発
し
た

静
雄
で
す
が
、
実
は
、
駐
在
武
官

時
代
の
静
雄
の
動
向
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
資
料
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
資
料
は
、
『
松
岡
静
雄

滞
欧
日
記
』
と
し
て
、
翻
刻
・
出

版
さ
れ
て
お
り
、
福
崎
町
立
図
書

館
で
も
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
日
記
の
始
ま
り
は
明
治
４２
年
１１

月
初
旬
。
セ
イ
ロ
ン
島
（
現
在
の

ス
リ
ラ
ン
カ
）
沖
を
航
海
中
の
船

の
中
で
し
た
た
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
冒
頭
で
は
、
妻
に
宛
て
て
、

今
後
手
紙
は
日
記
の
よ
う
に
書
い

て
送
る
こ
と
。
任
地
に
着
い
た
ら

用
紙
も
同
じ
も
の
を
使
い
、
綴
り

や
す
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
自
分

は
生
来
日
記
を
書
く
の
が
好
き
で

は
な
い
の
で
、
送
っ
た
手
紙
を
日

記
の
代
わ
り
に
し
た
い
の
で
、
そ

の
つ
も
り
で
手
紙
を
保
管
し
て
お

く
よ
う
に
。
な
ど
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
は
単

な
る
日
記
で
は
な
く
、
妻
へ
の
手

紙
で
も
あ
る
の
で
す
。 

　
ち
な
み
に
、
静
雄
は
明
治
３８
年

に
、
薩
摩
出
身
の
官
僚
で
あ
る
田

尻
稲
次
郎
の
娘
、
愛
子
と
結
婚
し

ま
し
た
。
し
か
し
、

わ
ず
か
２
年
後
に
愛

子
は
亡
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
約
１
年
の
後
、
明

治
４１
年
に
、
今
度
は

長
州
出
身
の
官
僚
・

政
治
家
で
あ
る
野
村

靖
の
五
女
、
初
子
と

結
婚
。
そ
れ
か
ら
１

年
あ
ま
り
で
、
単
身

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
赴

任
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。
こ
の
と

き
、
初
子
は
身
籠
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
現
在
の
よ
う
に
、
気
軽
に
メ
ー

ル
や
電
話
で
や
り
と
り
の
で
き
な

い
時
代
の
こ
と
。
身
重
の
妻
を
残

し
て
の
海
外
赴
任
は
、
何
か
と
気

が
か
り
だ
っ
た
よ
う
で
、
日
記
兼

手
紙
か
ら
は
、
し
き
り
に
初
子
の

体
や
出
産
の
こ
と
を
気
づ
か
う
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
１２
月
２
日
、
４７
日
に
及
ぶ
船
旅

の
末
、
船
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ

イ
ユ
に
到
着
。
そ
こ
か
ら
列
車
に

乗
り
換
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首

都
、
ウ
ィ
ー
ン
に
到
着
し
た
の
は
、

１２
月
４
日
の
こ
と
で
し
た
。 

　
こ
う
し
て
、
約
３
年
に
及
ぶ
、

静
雄
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
生
活

が
始
ま
る
の
で
す
。 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

〜
福
崎
の
身
近
に
あ
る
歴
史
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜 

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
　
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
研
究
員
　 

井
上
　
舞

 

静
雄
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
へ 

第３５話 

じ
ん
せ
ん 

な
こ
う
ど 

さ
い
と
う
ま
こ
と 

か
な
え 

ふ
　
さ ほ

ん
こ
く 

じ
り
い
な
じ
ろ
う 

た 

あ
い
こ 

の
む
ら 

や
す
し 

は
つ
こ 

あ
　
び
　
こ 

や
く
も 

オーストリア駐在中の服務規程などが示された訓令書 
（「各国駐在帝国大使館附武官任免雑件（公使館）／墺国之部」） 
画像提供：アジア歴史資料センター／所蔵：外務省外交資料館 
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農業委員会

農業委員会 
だより 

農業者年金に加入しませんか 
老後の備えは国民年金プラス農業者年金で！ 

　国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満
の方なら、だれでも加入できます。また、配偶者や後継者などの家族従事
者も加入できます。（※農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年
金（月額４００円）への加入も必要となります。） 

☆積み立て方式の年金ですので、少子高齢時代に強い年
金です。 
☆保険料の額は月額２万円から６万７千円までの間で千
円単位で自由にきめられます。 
☆終身年金で、仮に８０歳前までに亡くなった場合でも、
死亡一時金として８０歳までに受け取れるはずであった
年金相当額が遺族に支給されます。 
☆公的年金ですので、払った保険料の全額が社会保険料
控除の対象となり、節税につながります。また、受け
取る年金は、公的年金等控除の対象となり税制上の優
遇措置があります。 
☆認定農業者など、農業の担い手には手厚い政策支援（保
険料の国庫補助）があります。 

農業者の方なら広く加入できます 

農業者年金は 
積立方式の公的な 
年金です 

問い合わせ先 
　農業者年金基金　　０３－３５０２－３９４２ 
　農業者年金基金ホームページ　http://www.nounen.go.jp 
　福崎町農業委員会（内線３１３、３１４） 
　ＪＡ兵庫西　福 崎 支 店　　２２-１１００ 
　　　　　　　福崎東支店　　２２-５００３ 

　河川環境の 

大切さを学び、 

実際に川に入 

って魚にふれ 

あい親しみま 

しょう。 

日時　８月１８日（土）１０:００～（９:３０受付開始） 

場所　神崎支庁舎（神河町粟賀町６３０） 

参加費　無料 

【内容】 

　①アユのふれあい体験　１００人（小学１～３年生） 

　②ニジマス釣り体験　１００人（小学４～６年生） 

　③がさがさ（水中生物の採捕） 

　④アユ・ニジマスの試食（1人1尾） 

　⑤市川の生物展示学習 

※①②は、ＦＡＸ又はメールでの申し込みが

必要です。申込書は、兵庫県内水面漁業協

同組合連合会ＨＰからダウンロードしてく

ださい。７月３１日（火）締切。（先着順） 

申し込み・問い合わせ先 

　兵庫県内水面資源保全支援協議会 

　　０７８－３４１－８８９９／FAX ０７８－３４１－８８１３ 

みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 
みんなで育てる　ひょうごの川 
サマーフェスティバル in 神河町 

　福崎高校では、県政１５０周年記念事業として、

平成２９年度から学校の中庭でもち麦の栽培にチ

ャレンジしていま

す。 

　順調に生育して

いましたが５月に

入り倒伏し、もち

麦栽培の難しさを

実感しました。 

　平成３０年度は、商品開

発に取り組み、町のイベ

ントでの販売を考えてい

ます。 

「もち麦を育ててみて」 
　もち麦を育てることで初めて農業に携わり、
農業は育てる環境が大切だと感じました。私
たちの育てたもち麦は、麦が密集し、風通し
が悪く、生産組合の方たちのものより小さく
見た目も悪くなったので、来年はこの経験を
生かして、より良いものを作りたいです。 

福崎高校　２年　大谷未悠 
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７月１７日（火）・８月２１日（火）　１０：００～１４：００ 
場所：文化センター　２階　和室 
個別相談員：大内和惠 

個別相談 

申込は下記の３施設 
で受付します　　　 

ともだちひろば 
（西部子育て学習センター） 
火～金曜日　９：００～１６：００ 

 
文化センター2階 

　22－7830　FAX22－2561

おひさまらんど 
（福崎子育て支援センター） 
月～金曜日　９：００～１７：００ 
　　土曜日　９：００～１２：００ 

福崎幼児園内 
　22－2308　FAX22－2313

にこにこひろば 
（東部子育て学習センター） 
月～木曜日　９：００～１６：００ 

 
田原幼児園内 

　22－1058　FAX22－1058

子育て支援に関することは Eメール ko-shien@town.fukusaki.ne.jp

★子育て情報は福崎町ホームページでもご覧になれます。アドレスhttp://www.town.fukusaki.hyogo.jp

★おひさまらんど、にこにこひろばでは、幼児園園庭でも遊べます。（受付必要。） 
★定員を定めている行事への参加は、福崎町に在住の子どもとその保護者に限ります。 

１５ 

日時　７月２４日（火）　１０：００～１０：４５（受付９：４５～） 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
演奏　牛尾奈津美さん・玉置真梨さん 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　おひさまらんど 
※夏休み中です。みなさんいっしょにお越しください。 

小さなお友達も大歓迎！！ 

日時　８月１日（水）　１０：３０～１１：３０（受付１０：１５～） 
場所　エルデホール　メインホール 
※夏休み中の開催です。みなさんいっしょにお越し
ください。 
※申込は不要です。問い合わせはともだちひろばへ。 

　老人クラブの方といっしょに短冊に願いごとを
書いたり、親子で七夕会を楽しみましょう。 
日時　８月３日（金）　１０：００～１１：００ 
場所　福崎幼児園　遊戯室 
対象　就園前の子どもとその家族 
定員　３０組（先着順） 
申込先　おひさまらんど　７/1１（水）から受付。 

　身近な材料を使って水あそび 
のおもちゃを作り、ご家族で川 
遊びを楽しみませんか？小さな 
お友達も大歓迎です。 
日時　８月４日（土）　１０：００～１１：３０（受付９:４５） 
　　　※雨天の場合は中止です。 
場所　青少年野外活動センター（現地集合） 
対象　就学前の子どもとその家族 
申込先　にこにこひろば 
持ち物　牛乳パック1個、 
　プリン・ゼリー・乳酸飲料 
　などの空き容器1個、水筒、 
　タオル、着替え、濡れても 
　いいくつ（親子とも） 

おんがくあそびの会【ドレミ】 
７月１２日（木）１０：００～１１：００ 
　八千種研修センター 
　季節の歌を歌ったり、音に合わせてリズムあそ
びをします。  
絵本とおはなしの会【ぐりとぐら】 
８月２日（木）１０：００～１０：４０ 
　文化センター　２階　和室 
　絵本の読み聞かせ、わらべうた、パネルシアター
など。ことばやおはなしの世界を広げましょう。 
※申込は不要です。問い合わせはともだちひろばへ。 

☆７月の製作『にじみ絵の魚』 
　７月１９日（木）　製作時間：約２０分 
☆８月の製作『ぶどう』 
　８月１６日（木）　製作時間：約１５分 

　申込みは不要です。材料はこちらで用意します。
９:３０～１１:００の都合のいい時間におこしください。
場所　にこにこひろば 
対象　就学前の子どもとその保護者・先着３０人 
 
 
 
 
 
※問い合わせはにこにこひろばへ。 



文
珠
荘
か
ら
の
お
知
ら
せ 

★
定
休
日
は
毎
水
曜
日
で
す
。 

★
臨
時
休
館
日 

　
　
７
月
１７
日（
火
） 

　
　
８
月
１４
日（
火
）・
１６
日（
木
） 

　
　
９
月
１８
日（
火
） 

　
　
１０
月
７
日（
日
） 

★
予
約
の
受
付
は
、
利
用
日
の
属

す
る
月
の
２
か
月
前
の
初
日
か
ら

で
す
。（
１０
月
中
の
利
用
は
８
月

２
日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。
） 

★
風
呂
の
み
の
利
用
は
、
午
前
１０

時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。
タ

オ
ル
は
各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

★
文
珠
荘
へ
は
、
巡
回
バ
ス
の
利

用
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
文
珠
荘
　
　
２２
・
４
０
５
１ 

（
健
康
福
祉
課
） 

  

就
農
希
望
者
向
け 

セ
ミ
ナ
ー
・
相
談
会 

日
時
　
８
月
１９
日（
日
） 

　
　
　
１０
時
〜
１６
時 

場
所
　
神
戸
国
際
会
館
９
階 

参
加
費
　
無
料 

申
込
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

（「
ｅ
‐
ひ
ょ
う
ご
就
農
セ
ミ
ナ
ー
」

で
検
索
）
で
申
し
込
め
ま
す
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
、

氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・

同
伴
者
の
人
数
を
記
載
し
て
申
込

先
へ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月

１７
日（
金
）必
着
。 

内
容
　
農
業
法
人
の
紹
介
や
、
新

規
就
農
者
の
体
験
発
表
、
ひ
ょ
う

ご
就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

が
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
の

心
構
え
を
話
す
ほ
か
、
県
や
市
町
、

県
内
の
農
業
法
人
な
ど
が
個
別
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
業
経
営
課 

　
０
７
８
・
３
６
２
．
９
１
９
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８
・
３
６
２
・
９
３
９
４ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

nougyoukeiei@
pref.hyogo.lg.jp 

  

平
成
３０
年
度 

第
２
回
警
察
官
募
集 

募
集
人
員 

■
一
般
区
分 

・
男
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
８１
人 

・
男
性
警
察
官
Ｂ
　
１
３
０
人 

・
女
性
警
察
官
Ａ
　
　
　
１０
人 

・
女
性
警
察
官
Ｂ
　
　
　
１５
人 

■
特
別
区
分
（
性
別
不
問
） 

・
情
報
処
理
　
　
　
　
　
２
人 

・
武
道（
柔
道
・
剣
道
）　
４
人 

（
Ａ
）
４
年
制
大
学
を
卒
業
又
は

平
成
３１
年
３
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人 

（
Ｂ
）（
Ａ
）以
外
の
人
、
平
成
３１

年
３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
を
除
く 

受
付
期
間 

７
月
１１
日（
水
）〜
８
月
２０
日（
月
） 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
最
終
日
の

午
後
５
時
ま
で
受
信
有
効 

○
郵
送
…
最
終
日
の
消
印
有
効 

○
持
参
…
最
終
日
の
午
後
１１
時
５９

分
ま
で
提
出
可 

試
験
日
　
９
月
１６
日（
日
） 

問
い
合
わ
せ
先 

福
崎
警
察
署
　
警
務
係 

　
２３
・
０
１
１
０ 

  

の
じ
ぎ
く
文
芸
賞
募
集 

　
兵
庫
県
と
公
益
財
団
法
人
兵
庫

県
人
権
啓
発
協
会
で
は
、
人
の
優

し
さ
や
思
い
や
り
、
支
え
合
う
こ

と
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
、
人
権
文

化
の
創
造
や
人
権
課
題
の
解
決
に

関
す
る
内
容
が
描
か
れ
た
文
芸
作

品
〔
小
説
、
随
想（
手
記
・
作
文
）、

詩
、
創
作
童
話
〕
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

応
募
資
格
　
兵
庫
県
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
の
方 

応
募
作
品
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

を
含
む
未
発
表
・
未
投
稿
の
自
作

の
作
品
に
限
る（
字
数
制
限
あ
り
） 

応
募
方
法
　
郵
送
に
限
る 

応
募
期
限
　
９
月
１０
日（
月
） 

※
当
日
消
印
有
効 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先 

（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会 

　
０
７
８
・
２
４
２
・
５
３
５
５ 

お知らせ 

information

１６ 

福崎町職員を募集します 福崎町職員を募集します 福崎町職員を募集します 

問い合わせ先　総務課　人事係（内線２２２）※採用条件の詳細などは募集要項（HPにも掲載）でご確認ください。 

■募集職種（人数） 
　・一般行政職（２人程度） 
　・保健師（１人） 
■試験日（１次試験）　９月１６日（日） 
■試験内容　 教養試験・作文試験 
■試験会場　 神戸医療福祉大学（福崎町高岡１９６６-５） 
■受付期間　 ７月２６日（木）～８月２日（木） 
※午前８時３０分～午後５時１５分（土日を除く） 
※郵送の場合も期間内必着。必ず切手を貼った
返信用封筒を同封してください。 

■申込方法　総務課へ持参または郵送 
※受験申込書は総務課で配布します。 
※申込書を郵便で請求する場合は、１２０円切手
を貼った返信用封筒（角２）を同封してくだ
さい。 

先輩からひとこと 
　保健師３年目です。まだ
慣れないことがありしんど
い時もありますが、先輩や
上司の方が丁寧に教えてく
ださいます。また、プライ
ベートでも仲良くしていた
だいているのでとても良い
環境だと感じています。 

本 城 里 奈 
（平成２８年度採用） 

　主に情報管理業務に携わっ
ています。最初のうちは分か
らないことも多くありました
が、先輩方の教えや助言を通
して、仕事の楽しさややりが
いを知ることができました。
いっしょに働く仲間が増える
ことを楽しみにしています。 

藤 尾 彰 吾 
（平成３０年度採用） 



ス
ポ
ー
ツ 

カ
ヌ
ー
教
室
参
加
者
募
集
！！ 

　
大
自
然
の
中
で
カ
ヌ
ー
に
乗
っ

て
遊
び
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
人

に
は
乗
り
方
か
ら
指
導
し
ま
す
の

で
、
誰
で
も
簡
単
に
乗
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。 

日
時
　
８
月
１１
日（
土
・
祝
） 

　
　
　
午
前
９
時
〜
１２
時 

場
所
　
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

対
象
　
小
学
４
年
生
〜
一
般 

募
集
人
数
　
１５
人
（
先
着
順
） 

申
込
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら 

参
加
費 

　
中
学
生
以
下
　
　
５
０
０
円 

　
高
校
生
以
上
　
１
０
０
０
円 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
か
ら

の
お
知
ら
せ 

「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催 

　
健
康
や
身
体
づ
く
り
を
中
心
と

し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
講
し
ま
す
。 

　
第
２
回
目
は
「
い
つ
ま
で
も
楽

し
い
毎
日
！
」
を
テ
ー
マ
に
認
知

症
予
防
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま

す
。 

日
時
　
８
月
２５
日（
土
） 

　
　
　
１０
時
〜
１１
時
３０
分 

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル 

定
員
　
３０
人 

申
込
方
法
　
事
前
に
第
１
体
育
館

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
（
電

話
で
の
申
込
可
） 

募
集
期
間
　
７
月
１４
日（
土
）か
ら 

そ
の
他 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
（
運
動
靴
） 

※
タ
オ
ル
、
飲
物
な
ど
は
各
自
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先
　
第
１
体
育
館 

　
２２
・
１
１
５
３（
月
曜
日
休
館
） 

  
山
菜
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
っ
て

き
ま
し
た
！ 

　
天
候
に
恵
ま
れ
た
５
月
２６
日
、

鉢
伏
高
原
に
参
加
者
４２
人
で
山
菜

採
り
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
野
山

を
散
策
し
山
蕗
や
ワ
ラ
ビ
な
ど
、

た
く
さ
ん
収
穫
し
ま
し
た
。
健
康

づ
く
り
に
一
役
か
い
ま
し
た
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ 

第
３０
回
６
人
制
女
子
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集 

日
時
　
８
月
２６
日（
日
） 

　
　
　
午
前
９
時
受
付
・
開
会 

場
所
　
第
１
体
育
館 

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
女
性 

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

　
　
　
　
（
大
会
当
日
に
徴
収
） 

申
込
方
法
　
所
定
の
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、８
月
１６
日（
木
）

ま
で
に
第
１
体
育
館
ま
た
は
、
協

会
役
員
へ 

問
い
合
わ
せ
先 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
・
大
杉 

（
　
２２
・
３
２
３
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
３５

・
８
７
７
１
） 

区　分 

住宅再建共済 
（※1） 

5,000円 

500円 

1,500円 

600万円 

25万円 

50万円 

年額負担金 被害認定 

半壊以上 

半壊以上 
又は床上浸水 

最高給付金 

一部損壊特約 一部損壊 
（10％以上20％未満） 

家財再建共済 
（※2） 

（※1）分譲マンションにお住まいの方も加入できます。 
（※2）借家にお住まいの方も加入できます。 

小さな負担で 
大きな安心 

検索 検索 

フェニックス共済 

　夏はレジャーなどにより、交通の流れや交通
量が変化し、事故が起こりやすい季節です。交
通事故にあわないよう十分に注意してください。
交通ルールを守り、正しい交通マナーの実践を
心がけましょう。 
 
○自転車に乗る際は安全利用を心がけましょう 
○シートベルト・チャイルドシートは全ての座席
で正しく着用しましょう 

○夕暮れ時に自動車・自転車を利用する場合は、
早めのライト点灯を心がけ、歩行者は反射材
などを身につけましょう 

夏の交通事故防止運動 
７月１５日（日）～２４日（火） 

１７ 


